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衆
議
院
議
員
原
口
一
博
君
提
出
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
見
直
し
に
係
る
政
府
の
基
本
的
認
識
に
関
す
る
質
問
に
対

し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
原
口
一
博
君
提
出
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
見
直
し
に
係
る
政
府
の
基
本
的
認
識
に
関
す
る
質
問
に

対
す
る
答
弁
書 

一
の
１
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
農
地
の
維
持
・
確
保
」
の
た
め
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
荒
廃
農
地
（
現
に
耕
作
に
供
さ
れ
て
お
ら
ず
、
耕
作

の
放
棄
に
よ
り
荒
廃
し
、
通
常
の
農
作
業
で
は
作
物
の
栽
培
が
客
観
的
に
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
農
地
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
の
発
生
に
関
し
て
は
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
六
条
第
一
項
に
規
定

す
る
基
本
構
想
を
定
め
て
い
る
市
町
村
で
令
和
七
年
三
月
ま
で
に
定
め
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
同
法
第
十
九
条
第
一
項
に
規

定
す
る
地
域
計
画
（
以
下
「
地
域
計
画
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
そ
の
区
域
に
お
い
て
農
業
を
担
う
者
ご
と
に
利
用
す
る

農
用
地
等
（
同
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
「
農
用
地
等
」
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
地
図
に
表
示
し
、
こ
れ
を
特
定

し
た
上
で
、
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
当
該
区
域
に
お
い
て
農
地
中
間
管
理
事
業
（
同
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
農
地
中
間
管
理
事
業
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
を
重
点
的
に
行
い
、
農
業
の
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
荒
廃
農
地
の
発
生
を

抑
制
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
ま
た
、
農
地
転
用
に
関
し
て
は
、
令
和
五
年
十
二
月
二
十
七
日
に
食
料
安
定
供
給
・
農
林
水



 

２ 

 

産
業
基
盤
強
化
本
部
で
取
り
ま
と
め
た
「
「
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
の
新
た
な
展
開
方
向
」
に
基
づ
く
具
体
的
な
施
策
の

内
容
」
に
お
い
て
、
「
将
来
に
わ
た
っ
て
の
農
地
の
総
量
確
保
と
適
正
・
有
効
利
用
の
た
め
の
措
置
を
強
化
す
る
」
と
し
て

「
令
和
六
年
の
通
常
国
会
へ
の
改
正
法
提
出
も
視
野
」
に
、
「
地
域
計
画
内
農
地
の
転
用
規
制
強
化
の
観
点
か
ら
、
地
域
計

画
内
農
地
の
農
用
地
区
域
へ
の
編
入
を
促
進
す
る
」
等
の
施
策
の
具
体
化
の
方
向
性
に
つ
い
て
定
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

一
の
２
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
参
考
資
料
「
農
地
の
見
通
し
と
確
保
」
に
お
い
て
、
令
和
十
二
年
時
点
で
確
保
さ
れ
る
農
地
を
四
百
十
四
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
し
て
い
る
こ
と
」
は
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
六
号
。
以
下
「
基
本
法
」
と

い
う
。
）
に
基
づ
く
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
（
以
下
「
基
本
計
画
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
食
料

自
給
率
の
目
標
を
前
提
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
基
本
法
に
つ
い
て
は
、
令
和
五
年
十
二
月
二
十
七
日
に
食
料
安
定
供
給
・
農

林
水
産
業
基
盤
強
化
本
部
で
取
り
ま
と
め
た
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
改
正
の
方
向
性
に
つ
い
て
」
（
以
下
「
改
正

の
方
向
性
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
現
在
、
そ
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
今
国
会
へ
の
提
出
に
向
け
て
必
要
な
検
討

を
進
め
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
農
地
面
積
の
見
通
し
に
つ
い
て
も
、
基
本
法
の
改
正
の
内
容
を
踏
ま
え
た
次
期
の
基

本
計
画
の
策
定
過
程
の
中
で
同
時
に
見
直
す
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
現
時
点
で
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控



 

３ 

 

え
た
い
。 

一
の
３
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
適
正
に
相
続
登
記
が
な
さ
れ
た
農
地
面
積
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
政
府

と
し
て
は
、
令
和
三
年
度
に
農
林
水
産
省
が
実
施
し
た
「
相
続
未
登
記
農
地
等
の
実
態
調
査
」
に
お
い
て
把
握
し
た
「
相
続

未
登
記
農
地
」
及
び
「
相
続
未
登
記
の
お
そ
れ
の
あ
る
農
地
」
（
以
下
「
相
続
未
登
記
農
地
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、

そ
の
後
相
続
未
登
記
農
地
等
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
面
積
は
把
握
し
て
い
な
い
。 

 
 

ま
た
、
御
指
摘
の
「
抜
本
的
な
対
策
の
見
直
し
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
政
府
と
し
て

は
、
農
地
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
）
第
四
十
一
条
及
び
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第

二
十
二
条
の
二
か
ら
第
二
十
二
条
の
五
ま
で
の
規
定
に
基
づ
く
相
続
未
登
記
農
地
等
に
対
す
る
農
地
中
間
管
理
権
（
同
法
第

二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
農
地
中
間
管
理
権
を
い
う
。
）
の
設
定
が
よ
り
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
じ
、

相
続
未
登
記
農
地
等
の
有
効
利
用
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
に
加
え
、
民
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第

二
十
四
号
）
に
よ
る
改
正
後
の
不
動
産
登
記
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
令

和
六
年
四
月
一
日
か
ら
義
務
化
さ
れ
る
相
続
登
記
の
申
請
に
つ
い
て
、
そ
の
周
知
及
び
適
正
な
運
用
の
確
保
を
行
う
こ
と
に



 

４ 

 

よ
り
、
相
続
未
登
記
農
地
等
の
発
生
防
止
を
図
る
考
え
で
あ
る
。 

一
の
４
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
こ
れ
ま
で
の
農
地
及
び
農
業
者
に
係
る
施
策
」
が
具
体
的
に
ど
の
施
策
を
指
す
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
農
業
の
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
に
つ
い
て
は
、
相
対
の
農
地
の
貸
借
に
よ
る
も
の
が
中
心
と
な
っ
て

お
り
、
こ
の
た
め
、
一
般
的
に
、
農
地
の
分
散
錯
圃 ほ

が
解
消
さ
れ
ず
、
農
業
の
担
い
手
に
使
い
勝
手
の
良
い
形
で
の
農
地
集

積
が
図
ら
れ
な
い
こ
と
が
、
農
業
の
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
が
進
ま
な
い
要
因
と
な
っ
て
い
た
。 

 
 

こ
の
た
め
、
地
域
計
画
に
お
い
て
、
そ
の
区
域
に
お
い
て
農
業
を
担
う
者
ご
と
に
利
用
す
る
農
用
地
等
を
地
図
に
表
示

し
、
こ
れ
を
特
定
し
た
上
で
、
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
区

域
に
お
い
て
農
地
中
間
管
理
事
業
を
重
点
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
相
対
の
農
地
の
貸
借
で
は
な
く
、
農
地
中
間
管
理
機
構

と
の
貸
借
の
活
用
に
よ
る
農
業
の
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。 

一
の
５
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
家
族
経
営
、
中
小
規
模
の
経
営
体
、
農
業
を
副
業
的
に
営
む
経
営
体
の
位
置
付
け
と
農
地
の
集
積
・
集
約
化

の
関
係
の
整
理
」
の
「
答
申
以
降
の
検
討
内
容
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
五
年
九
月
十
一
日
の
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議



 

５ 

 

会
の
答
申
に
お
い
て
、
「
離
農
す
る
経
営
の
農
地
の
受
け
皿
と
な
る
経
営
体
や
付
加
価
値
向
上
を
目
指
す
経
営
体
の
役
割
が

重
要
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ら
の
者
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
を
進
め
る
」
及
び
「
農
業
を
副
業
的
に
営
む
経
営

体
な
ど
多
様
な
農
業
人
材
が
一
定
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
も
踏
ま
え
、
こ
れ
ら
の
者
が
農
地
の
保
全
・
管
理
を
適
正
に
行

う
」
と
さ
れ
た
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
改
正
の
方
向
性
に
お
い
て
、
「
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営
の
育
成
・
確
保
を
引

き
続
き
図
り
つ
つ
、
農
地
の
確
保
に
向
け
て
、
担
い
手
と
と
も
に
地
域
の
農
業
生
産
活
動
を
行
う
、
担
い
手
以
外
の
多
様
な

農
業
人
材
を
位
置
付
け
る
」
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
御
指
摘
の
「
多
様
な
農
業
人
材
に
係
る
」
基
本
法
の
規
定
の
具
体
的

な
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
改
正
の
方
向
性
に
お
け
る
当
該
記
載
を
踏
ま
え
、
現
在
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現

時
点
で
お
答
え
す
る
段
階
に
な
い
。 

二
の
１
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
国
産
農
産
物
の
消
費
」
の
推
奨
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
は
、
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
に
変
更
さ
れ
た

基
本
計
画
に
お
い
て
、
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
等
に
よ
り
、
国
民
が
普
段
の
食
生
活
を
通
じ
て
農
業
・
農
村
を
意
識
す

る
機
会
が
減
少
し
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
国
民
が
、
我
が
国
の
食
料
・
農
業
・
農
村
の
持
つ
役
割
や
食

料
自
給
率
向
上
の
意
義
を
理
解
す
る
機
会
を
持
ち
、
自
ら
の
課
題
と
し
て
将
来
を
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
主
体
的
に



 

６ 

 

支
え
合
う
行
動
を
引
き
出
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
方
の
下
、
「
消
費
者
や
食
品
関
連
事
業
者
に
積
極

的
に
国
産
農
産
物
を
選
択
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
農
林
漁
業
体
験
、
農
泊
、
都
市
農
業
、
地
産
地
消
な
ど
の
取
組
間
の
連
携

強
化
に
よ
り
消
費
者
と
農
業
者
・
食
品
関
連
事
業
者
と
の
交
流
を
進
め
、
消
費
者
が
日
本
の
食
や
農
を
知
り
、
触
れ
る
機
会

の
拡
大
を
図
る
」
等
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

二
の
２
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
食
料
消
費
に
係
る
施
策
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
政
府
と
し
て
は
、
改
正

の
方
向
性
に
お
い
て
、
「
円
滑
な
食
品
の
ア
ク
セ
ス
の
確
保
に
関
す
る
施
策
も
新
た
に
位
置
付
け
」
及
び
「
食
料
の
価
格
形

成
に
当
た
っ
て
は
、
農
業
者
、
食
品
事
業
者
、
消
費
者
と
い
っ
た
関
係
者
の
相
互
理
解
と
連
携
の
下
に
、
農
業
生
産
等
に
係

る
合
理
的
な
費
用
や
環
境
負
荷
低
減
の
コ
ス
ト
な
ど
、
「
食
料
の
持
続
的
な
供
給
に
要
す
る
合
理
的
な
費
用
」
が
考
慮
さ
れ

る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
明
確
化
す
る
。
そ
の
上
で
、
食
料
の
持
続
的
な
供
給
の
必
要
性
に
対
す
る
国
民
理

解
の
増
進
や
、
関
係
者
に
よ
る
食
料
の
持
続
的
な
供
給
に
要
す
る
合
理
的
な
費
用
の
明
確
化
の
促
進
、
消
費
者
の
役
割
と
し

て
持
続
的
な
食
料
供
給
に
寄
与
す
る
こ
と
な
ど
を
明
確
化
す
る
」
と
し
た
上
で
、
こ
の
た
め
の
具
体
的
な
施
策
と
し
て
は
、

「
円
滑
な
食
料
の
入
手
の
た
め
の
環
境
整
備
」
、
「
持
続
的
な
食
料
供
給
に
要
す
る
費
用
を
考
慮
し
た
価
格
形
成
の
推
進
」



 

７ 

 

等
を
挙
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
基
本
法
に
お
い
て
消
費
者
に
関
係
す
る
条
文
を
ど
の
よ
う
に
規
定
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
の

か
」
に
つ
い
て
は
、
改
正
の
方
向
性
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
記
載
を
踏
ま
え
、
基
本
法
の
規
定
の
具
体
的
な
在
り
方
に
つ
い
て

現
在
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
時
点
で
お
答
え
す
る
段
階
に
な
い
。 

二
の
３
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
二
十
年
以
上
解
決
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
平
成
十

二
年
三
月
二
十
四
日
に
策
定
さ
れ
た
基
本
計
画
（
以
下
「
平
成
十
二
年
基
本
計
画
」
と
い
う
。
）
等
に
基
づ
き
、
食
料
自
給

率
目
標
の
達
成
に
向
け
て
様
々
な
施
策
を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
御
指
摘
の
平
成
十
二
年
基
本
計
画
に
記
載
し
た

「
米
及
び
飼
料
作
物
に
係
る
課
題
」
に
関
し
て
も
、
平
成
十
二
年
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
た
平
成
十
二
年
当
時
と
比
べ
、
主

食
用
米
か
ら
麦
・
大
豆
等
と
い
っ
た
需
要
が
あ
り
、
か
つ
、
海
外
か
ら
の
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
作
物
へ
の
転
換
等
に
よ

り
、
麦
・
大
豆
等
の
国
内
生
産
量
が
増
加
し
、
国
内
の
飼
料
生
産
を
受
託
す
る
組
織
数
が
増
加
し
た
等
の
一
定
の
成
果
を
上

げ
て
き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
が
、
国
内
に
お
け
る
主
食
用
米
の
需
要
が
年
々
減
少
を
す
る
中
で
、
当
該
減
少
に
よ
る
主
食

用
米
の
作
付
面
積
の
減
少
分
と
比
較
し
て
麦
・
大
豆
等
の
作
付
面
積
の
増
加
分
が
十
分
で
な
い
こ
と
、
我
が
国
の
畜
産
業
に



 

８ 

 

お
い
て
、
一
戸
当
た
り
の
飼
養
頭
羽
数
が
増
加
し
て
き
た
中
で
飼
料
作
物
の
増
産
の
た
め
に
必
要
な
労
働
力
を
確
保
す
る
こ

と
が
困
難
な
畜
産
農
家
が
多
い
こ
と
等
か
ら
、
更
な
る
取
組
が
必
要
と
認
識
し
て
お
り
、
引
き
続
き
必
要
な
施
策
を
講
じ
て

ま
い
り
た
い
。 

二
の
４
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
に
お
い
て
農
業
者
、
食
品
事
業
者
、
消
費
者
等
の
相
互
理
解
及
び
連
携
・
協
力
に

国
が
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
た
め
の
枠
組
み
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て

も
、
基
本
法
の
規
定
の
具
体
的
な
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
改
正
の
方
向
性
を
踏
ま
え
、
現
在
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
現
時
点
で
お
答
え
す
る
段
階
に
な
い
。 


